
vol.623

11
NOVEMBER.2019

広報

http://www.jaofunato.or.jp

特 

集
① 

第
45
回 

大
船
渡
市
農
業
ま
つ
り

② 

自
己
改
革
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

重 

要
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

回
収
に
つ
い
て



ん
せ
け

き

り
ら

　
　

ふ

ま k e s e n
k i r a r i

f a r m e r

　

陸
前
高
田
市
米
崎
町
の
海
が
見
え
る
ほ
場
で
県
内

で
は
珍
し
い
シ
ョ
ウ
ガ
栽
培
に
取
り
組
む
菊
池
康
智

さ
ん（
35
）。
就
農
し
て
４
年
が
経
過
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
後
、
母
の
実
家
で
あ
る
陸
前
高

田
市
に
来
る
機
会
が
増
え
、
そ
の
景
色
が
人
生
観
を

変
え
た
」
と
話
す
康
智
さ
ん
。
康
智
さ
ん
は
千
葉
県

千
葉
市
の
出
身
で
、
以
前
は
内
装
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
た
。
震
災
後
、
両
親
は
千
葉
県
か
ら
陸
前
高
田

に
移
住
し
た
。「
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
家
族
に

寄
り
添
っ
て
暮
ら
し
な
が
ら
、
何
か
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
２
０
１
４
年
に
自
身
も
陸

前
高
田
に
移
住
し
就
農
。

　

母
の
実
家
の
土
地
は
、以
前
は
荒
れ
果
て
て
お
り
、

陸
前
高
田
を
訪
れ
る
度
に
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
感

じ
て
い
た
と
い
う
。
一
か
ら
そ
の
荒
地
を
開
拓
し
、

シ
ョ
ウ
ガ
栽
培
を
始
め
た
。

　

な
ぜ
「
シ
ョ
ウ
ガ
」
な
の
か
。
県
内
は
も
と
よ
り
、

東
北
で
の
シ
ョ
ウ
ガ
栽
培
は
珍
し
い
。
労
働
生
産
性

を
考
え
た
と
き
、
シ
ョ
ウ
ガ
に
た
ど
り
着
い
た
。
一

人
で
の
作
業
と
な
る
の
で
、
な
る
べ
く
手
間
が
少
な

く
、
コ
ス
ト
も
か
か
ら
な
い
も
の
が
良
か
っ
た
。
食

害
の
心
配
も
な
く
、
根
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
台
風
や

自
然
災
害
に
も
強
い
。何
よ
り
東
北
で
は
珍
し
い「
モ

ノ
」
で
あ
る
か
ら
、「
モ
ノ
」
自
体
が
営
業
ツ
ー
ル

に
な
る
と
考
え
た
。

　
「
農
家
も
一
つ
の
経
営
体
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
康

智
さ
ん
は
話
す
。
経
営
と
は
※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
こ
と

で
、そ
れ
が
楽
し
い
と
い
う
。人
の
つ
な
が
り
、紹
介
で
、

最
近
は
関
東
か
ら
も
注
文
が
来
る
。
シ
ョ
ウ
ガ
は
料

理
の
み
な
ら
ず
お
茶
や
お
菓
子
に
入
れ
た
り
、
汎
用

性
が
高
い
。「
今
は
自
分
で
情
報
を
発
信
で
き
る
時
代
。

販
路
を
自
分
で
開
拓
し
て
、
そ
れ
が
当
た
る
と
や
っ

ぱ
り
嬉
し
い
」
と
農
業
の
面
白
さ
を
語
る
。「
東
北
産・

岩
手
県
産
」「
化
学
肥
料
不
使
用
」「
無
農
薬
」
で
栽

培
し
て
い
る
こ
と
で
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
売
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
６
ａ
の
ほ
場
で
も
十
分
収
益
に
な
る
。

　

今
は
経
営
も
順
調
で
、
農
業
で
大
変
と
思
う
こ
と
よ
り

楽
し
い
と
思
う
こ
と
の
方
が
比
重
が
高
い
と
い
う
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
な
っ
た
今
、「
健
康
に
い
い
」「
美

容
に
い
い
」
と
い
っ
た
商
品
は
女
性
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中

心
に
な
る
。「
世
の
中
の
買
い
物
の
決
裁
権
」
は
女
性
で

あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
シ
ョ
ウ
ガ
は
そ
う
い
う
意
味
で

も
で
訴
求
力
が
高
い
品
目
と
言
え
る
。

　

現
在
、
康
智
さ
ん
は
「
農
副
連
携
」
を
先
ん
じ
て
利
用

し
て
い
る
。
普
段
一
人
で
作
業
し
て
い
る
が
、
繁
忙
期
は

こ
の
支
援
を
利
用
し
、
収
穫
作
業
や
シ
ョ
ウ
ガ
の
乾
燥
作

業
を
市
内
の
就
労
支
援
施
設
へ
委
託
し
て
い
る
。
こ
の
日

は
社
会
福
祉
法
人
愛
育
会
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

「
作
業
所
き
ら
り
」
の
引
率
者
２
人
と
作
業
員
３
人
の
５

人
が
収
穫
作
業
の
支
援
に
あ
た
っ
て
い
た
。「
と
て
も
助

か
る
し
、
国
で
も
推
奨
し
て
い
る
。
ど
ん
ど
ん
農
福
連
携

が
広
ま
っ
て
欲
し
い
」
と
康
智
さ
ん
は
願
う
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
・
・
・	

Ｐ
…
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ（
計
画
）	

Ｄ
…
Ｄ
ｏ（
実
行
）

	

Ｃ
…
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
評
価
）	

Ａ
…
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ（
改
善
）

仕
事
が
趣
味 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
シ
ョ
ウ
ガ
の
魅
力
を
発
信

�

菊
きくち

池	康
やすとも

智さん（35）
【陸前高田市米崎町】

経営内容

ショウガ……………	６a
落 花 生 ……………	５a

k e s e n  k i r a r i  f a r m e r
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主
な
内
容

農福連携で労働力の確保にも努めている

青年部の活動にも積極的に参加（後列右端が康智さん）掘りたての新ショウガ　この大きさ！！

　
「
仕
事
が
趣
味
」
と
話
す
康
智
さ
ん
だ
が
、
休
日
に
は

種
山
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
、
飼
い
犬
の
甲
斐
犬

「
東と

う
わ和

く
ん
」
の
散
歩
に
行
っ
た
り
、
田
舎
暮
ら
し
を
満

喫
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
シ
ョ
ウ
ガ
を
産
業
化
さ
せ
た
い
と
展
望
を
語

る
。「
生
産
か
ら
加
工
す
べ
て
を
地
域
で
ま
か
な
い
、『
シ
ョ

ウ
ガ
と
い
え
ば
陸
前
高
田
』『
陸
前
高
田
と
い
え
ば
シ
ョ

ウ
ガ
』
と
い
う
よ
う
に
、
有
名
な
産
地
に
な
っ
て
、
ゆ
く

ゆ
く
は
規
模
拡
大
を
図
り
、
そ
れ
が
地
域
貢
献
に
つ
な
が

れ
ば
嬉
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

・
け
せ
ん
き
ら
り
ふ
ぁ
ー
ま
ー

P02
〜

P03

・
特
集 

第
45
回
大
船
渡
市
農
業
ま
つ
り

P04
〜

P05

・
自
己
改
革
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

P06
〜

P07

・
タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

P08
〜

P09

・
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

P10
〜

P11

・
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

家
庭
菜
園

P12

・
営
農
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

P13

・
読
者
の
掲
示
板
・
頭
の
体
操

・
温
泉
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

P14

・
人
事
異
動

P15

・
金
融
移
動
店
舗
車
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
今
月
の
表
紙
・
理
事
会
報
告
・
あ
と
が
き

P16
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秋
の
美
味
し
い
味
覚
が
大
集
合

農産物品評会およびフラワーコンテスト金賞受賞者一覧（順不同・敬称略）

　
Ｊ
Ａ
は
10
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
、
大
船
渡
市
民
体
育

館
を
主
会
場
と
し
て
、
第
45
回
大
船
渡
市
農
業
ま
つ
り
を
開

き
ま
し
た
。
今
年
も
大
船
渡
市
産
業
ま
つ
り
と
併
催
し
、
旬

の
農
産
物
を
買
い
求
め
る
お
客
様
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
農
業
ま
つ
り
は
、
農
業
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
市
民
の
皆

さ
ま
へ
の
感
謝
、
秋
の
収
穫
の
恵
み
へ
の
感
謝
、
農
業
へ
の

理
解
醸
成
の
た
め
、
今
年
で
45
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
合
同
開
催
式
で
、
菊
池
組
合
長
は
「
農
業
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
是
非
お
買
い
求
め
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
終
了
後
、
農
産
物
品
評
会
お
よ
び
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
行
い
、
大
船
渡
市
長
賞
に
は
ピ
ー
マ
ン

を
出
品
し
た
三
陸
町
の
熊
谷
八
重
子
さ
ん
、
大
船
渡
市
農
協

組
合
長
賞
に
は
プ
リ
ム
ラ
ポ
リ
ア
ン
サ
を
出
品
し
た
赤
崎
町

の
廣
澤
友
一
郎
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
26
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
心
地
よ
い
秋
晴
れ

が
広
が
り
、
両
日
と
も
に
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
と
な
り
ま

し
た
。Ｊ
Ａ
で
は
農
産
物
品
評
会
の
ほ
か
、
青
空
市
場
、
利

き
米
ク
イ
ズ
を
行
い
、
い
ず
れ
も
多
く
の
お
客
様
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
青
空
市
場
で
は
、
新
鮮
野
菜
や
米
崎
リ
ン
ゴ
、Ｊ
Ａ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
ほ
か
、
姉
妹
Ｊ
Ａ
の
Ｊ
Ａ
さ
が
え

西
村
山
の
ブ
ド
ウ
や
ラ
フ
ラ
ン
ス
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

青
年
部
と
は
こ
べ
の
会
も
出
店
し
、
自
慢
の
商
品
を
並
べ
、

地
域
住
民
の
方
々
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
　

　
管
内
の
生
産
者
の
皆
さ
ま
が
丹
精
込
め
て

作
っ
た
79
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
品
目
ご

と
の
金
賞
受
賞
者
は
表
の
通
り
で
す
。
受
賞

者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
種
類
の
お
米
を
食

べ
て
、
銘
柄
を
当
て
る
ク
イ
ズ
で
す
。

正
解
者
は
抽
選
に
参
加
で
き
、
景
品

が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
し
ま
し

た
。
正
解
は
次
の
通
り
で
し
た
。

Ａ
　
あ
き
た
こ
ま
ち

Ｂ
　
銀
河
の
し
ず
く

Ｃ
　
ひ
と
め
ぼ
れ

　
正
解
し
た
方
も
、
し
な
か
っ
た
方
も

新
米
の
美
味
し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

大
船
渡
市
農
業
ま
つ
り

自
慢
の
作
品
が
ズ
ラ
リ

農
産
物
品
評
会
・

フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

利
き
米

　
　ク
イ
ズ

第45回

新鮮な農産物を販売豪華景品付餅まき

立派なニンジン

色もきれいな
ガーデンシクラメン

たくさんの方が観賞していました

参考出品もありがとうございます

好天に恵まれ、イベント日和となりました 青年部も自慢の商品を販売

たくさんの挑戦者で職員も大忙し正解すると参加できる抽選会

皆さんわかりましたか？

はこべの会も野菜や漬物等を販売「米崎りんご」すぐに完売しました

品

　目

氏

　名

大
　
根 

木
　
下
　
フ
ミ
子

大
　
根 

中
　
村
　
静
　
子

ネ
　
ギ 

木
　
下
　
フ
ミ
子

さ
つ
ま
い
も 

新
　
沼
　
一
　
郎

さ
つ
ま
い
も 

新
　
沼
　
廣
　
平

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

竹
　
野
　
生
　
節

ピ
ー
マ
ン 

新
　
沼
　
良
　
治

白
　
菜 

千
　
葉
　
常
　
夫

白
　
菜 

今
　
川
　
誠
　
一

た
ま
ね
ぎ 

柏
　
崎
　
恵
　
子

に
ん
じ
ん 

森
　
　
　
幸
　
代

ば
れ
い
し
ょ 

熊
　
谷
　
あ
け
み

ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン 

熊
　
谷
　
玲
　
子

大
船
渡
市
長
賞

熊
谷 

八
重
子
さ
ん

（
三
陸
町
綾
里
） 受賞品目

ピーマン

大
船
渡
市
農
協
組
合
長
賞

廣
澤 

友
一
郎
さ
ん

（
赤
崎
町
）

受賞品目
プリムラポリアンサ

お
米
の
銘
柄
を
当
て
ろ
！

特
集
①
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き
、
景
品

が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
し
ま
し

た
。
正
解
は
次
の
通
り
で
し
た
。

Ａ
　
あ
き
た
こ
ま
ち

Ｂ
　
銀
河
の
し
ず
く

Ｃ
　
ひ
と
め
ぼ
れ

　
正
解
し
た
方
も
、
し
な
か
っ
た
方
も

新
米
の
美
味
し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

大
船
渡
市
農
業
ま
つ
り

自
慢
の
作
品
が
ズ
ラ
リ

農
産
物
品
評
会
・

フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

利
き
米

　
　ク
イ
ズ

第45回

新鮮な農産物を販売豪華景品付餅まき

立派なニンジン

色もきれいな
ガーデンシクラメン

たくさんの方が観賞していました

参考出品もありがとうございます

好天に恵まれ、イベント日和となりました 青年部も自慢の商品を販売

たくさんの挑戦者で職員も大忙し正解すると参加できる抽選会

皆さんわかりましたか？

はこべの会も野菜や漬物等を販売「米崎りんご」すぐに完売しました

品

　目

氏

　名

大
　
根 

木
　
下
　
フ
ミ
子

大
　
根 

中
　
村
　
静
　
子

ネ
　
ギ 

木
　
下
　
フ
ミ
子

さ
つ
ま
い
も 

新
　
沼
　
一
　
郎

さ
つ
ま
い
も 

新
　
沼
　
廣
　
平

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

竹
　
野
　
生
　
節

ピ
ー
マ
ン 

新
　
沼
　
良
　
治

白
　
菜 

千
　
葉
　
常
　
夫

白
　
菜 

今
　
川
　
誠
　
一

た
ま
ね
ぎ 

柏
　
崎
　
恵
　
子

に
ん
じ
ん 

森
　
　
　
幸
　
代

ば
れ
い
し
ょ 

熊
　
谷
　
あ
け
み

ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン 

熊
　
谷
　
玲
　
子

大
船
渡
市
長
賞

熊
谷 

八
重
子
さ
ん

（
三
陸
町
綾
里
） 受賞品目

ピーマン

大
船
渡
市
農
協
組
合
長
賞

廣
澤 

友
一
郎
さ
ん

（
赤
崎
町
）

受賞品目
プリムラポリアンサ

お
米
の
銘
柄
を
当
て
ろ
！
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JAの自己改革に関する
組合員アンケート結果のお知らせ
　平成30年度に行いました組合員アンケートにつきまして、このほど集計結果がまとまりましたの
で、その一部をご報告させていただきます。
　このアンケートは、JAおおふなとが掲げた自己改革の3つの基本目標「農業者の所得増大」「農業
生産の拡大」「地域の活性化」について組合員の皆さまの評価をいただくもので、平成30年12月〜平
成31年3月末まで12,335名の組合員の皆さまにご協力いただきました。誠にありがとうございました。
　JAでは今回の結果を受け、今後の運営に反映出来るように検討し、地域に根付いたJAを目指し取
り組んでまいります。

調査概要

調 査 対 象
正組合員5,332名　准組合員12,634名

所在不明者や相続案件等、組合員都合により調査できない該当組合員は
調査対象から除外しております。

対 象 期 間 平成30年12月〜平成31年3月
調 査 方 法 JA職員による一斉訪問

回 答 数
正組合員4,433名（回答率83.1%）
准組合員7,902名（回答率62.5%）

１．JAの必要性・総合事業の継続について

問�JAは地域農業やくらしにとって必要
な存在だとお感じになりますか？

（対象：正・准組合員）

�正・准組合員の95%が「（JAは）必要
な存在だと感じる」「どちらかといえ
ば感じる」と回答しています。

①74%

②21%

④2%③3%

① 感じる ② どちらかといえば感じる
③ どちらかといえば感じない ④ 感じない

（対象：正・准組合員）

正・准組合員の95%が「継続すべき」「どち
らかといえば継続すべき」と回答しています。

問JAは、農業関連事業や、信用事業・共済
事業など、様々な事業を行っています。

このJAの総合事業について、どのようにお考え
になりますか？

①74%

②21%

④2%③3%

① 総合事業を継続すべき ② どちらかといえば継続すべき
③ どちらかといえば特化すべき ④ 農業関連事業に特化すべき

特
集
②
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　組合員アンケートではJAおおふなとの営農関連事業への期待度、満足度について高い評価をいた
だきました。政府による農協改革では、今後JA事業の分割や准組合員のJA事業利用規制の検討が予
想される中、「JAが総合事業を継続していくこと」「准組合員の利用規制を行わないこと」について、
多くの組合員の方の声をお伺いすることができました。

まとめ

２．農業関連事業

※�期待度は「期待」「やや期待」「どちらかといえば期待」、満足度は「満足」「やや満足」「どちらかといえば満足」、改善度は「もともと良い」「改善した」「改
善しつつある」を集計しています。
※カッコ内のパーセンテージは岩手県全体の平均値を示しています。

期待度
「期待している」

満足度
「満足」

改善度
「改善した」・「もともと良い」

❶営農指導事業 94.6%（93.4%） 87.8%（86.2%） 84.6%（79.1%）
❷農畜産物販売事業 94.3%（92.0%） 88.8%（83.1%） 87.0%（79.3%）
❸生産資材購買事業 96.4%（90.0%） 91.2%（82.1%） 86.6%（79.3%）

問JAグループは「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」につながる分野を最重点として、下記
の3つの事業を中心に拡充・強化することとしています。［❶営農事業�❷農畜産物販売事業�

❸生産資材購買事業］それぞれの事業にあてはまるものを1つ選んでください。 （対象：正組合員）

自己改革の取り組みについての評価は、営農指導事業、農畜産物販売事業、生産資材購買事業
ともに、高い評価をいただいております。

３．准組合員制度

（対象：准組合員）

問JAの事業を利用したり、地域の農畜産物を
食べること、農業体験などを通じて、JAの

地域農業の振興や地域づくり活動を応援したいと
思いますか？

JAおおふなと

①70%

②27%

④1%③2%

岩手県平均

①60%
②35%

④2%③3%

准組合員の97%が「（JAの地域農業振興や地域
づくりを）応援したいと思う」と回答してい
ます。

① 応援したい ② どちらかといえば応援したい
③ どちらかといえば応援したくない ④ 応援したくない

（対象：正・准組合員）
問准組合員がJA事業の利用を制限される

ことについてどうお考えですか？

JAおおふなと

①93%

②7%

岩手県平均

①85%

②
15%

正・准組合員の93%が「事業の利用
は制限しない方が良い」と回答して
います。

① 制限しない方が良い
② 制限した方が良い
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陸前高田チームが優勝！
～JAバンク岩手第14回グラウンドゴルフ大会～

アンパンマンの仲間たちと楽しく交通ルールを学ぶ
～JA共済アンパンマン交通安全キャラバン～

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

米検査始まる ～米検査員委嘱状伝達式～

　JA は 10 月 1 日、竹駒町の JA 西部農業センター
で令和元年産米農産物検査員委嘱状交付式を行
いました。柏﨑常務より検査員の菅野剛さんに委
嘱状が手渡され、生産者が出荷した米袋から検
体を取り出し、検査が始まりました。
　柏﨑常務は「この玄米品位検査は米穀流通の
公平かつ円滑な取引の一役を担う大切な業務。
令和元年産米が好成績となることを祈ります」と
あいさつしました。委嘱状を交付する柏﨑常務㊧と受取る菅野さん

復興支援に感謝 ～JAさがえ西村山おおふなとフェア～

旬のサンマを求めて大勢の方が列をつくりました

　JA は 10 月 5 日、山形県寒河江市のアグリランド産
直センターで「おおふなとフェア」を開きました。当
JA の役職員 41 人が、サンマの炭火焼き 1,000 匹とす
り身汁 700 杯を振る舞いました。
　東日本大震災の復興支援をいただいている姉妹 JA の
JA さがえ西村山（山形県）への感謝イベントとして始
まり、現在は地域活性化イベントして開催しています。

歌や踊りを交えて楽しく交通ルールを学びました
© やなせたかし / フレーベル館・TMS・NTV

　JA 共済は 10 月 6 日、大船渡市三陸町の三陸公民館で「JA
共済アンパンマン交通安全キャラバン」を開きました。約 150
人のお客様が来場し、アンパンマンの仲間たちと一緒に交通ルー
ルを学びました。イベントの最後には握手会も行われました。

組合長へ優勝報告に来組した陸前高田チームの選手の皆さん

　9 月 5 日、花巻市の日居城野運動公園で、JA バン
ク岩手第 14 回グラウンドゴルフ大会が開かれました。
県内から 63 チーム、378 人が参加し、団体の部で当
JA 管内の陸前高田チームが見事優勝しました。
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子供から大人まで元気よくスタート

　10 月 20 日、JA 本店・大船渡支店を発着点に、大船
渡市ファミリーウォーキングが開かれ、JA が特別協賛し
ました。
　7km コース、10km コースに分かれ、約 100 人が秋
の大船渡湾周遊コースを楽しみました。
　ゴール後は、JA 女性部特製の具沢山豚汁と、JA の「三
陸の旨み 帆立と椎茸の炊き込みごはんの素」を使用した
炊き込みご飯、米崎りんごを無料提供し、参加者らは青
空の下美味しそうに頬張っていました。

女性部特製の豚汁と炊き込みご飯を提供
～大船渡市ファミリーウォーキングに特別協賛～

大豊作に笑顔あふれる虹の会の会員

サツマイモ大豊作！！ ～虹の会が芋掘り～

　JA 助け合い組織の虹の会は 10 月 16 日、JA 立根デイサービスセンターの畑
でサツマイモの収穫を行いました。5 月に 50 本の苗を植えて、約 50kg の収穫
となりました。
　虹の会の佐藤幾子副会長は「こんなに大きくなっているとは思わなかった。大
きすぎるので調理の際には工夫してほしい」と笑顔で話しました。収穫されたサ
ツマイモは、立根・日頃市の両デイサービスで昼食やおやつに提供されました。

旬の農産物が大集合 ～青空市場　住田会場～

　JA は 10 月 27 日、住田町役場周辺で青空市場を開き
ました。今回は「すみた産業まつり」と同時開催で、旬
の野菜や果物、JA さがえ西村山のブドウなどを販売し、
多くのお客様で賑わいを見せました。昔ながらの杵

きね

と臼
による餅つきも行われ、来場者へ振舞いました。

本格的な端唄を堪能 ～立根デイサービスセンター慰問～

　10 月 17 日、立根デイサービスセンターに尋
ひろ

の会様が慰問に
訪れ、利用者の皆さんは本格的な端唄の舞に見入っていました。
　宮城県の民謡の「おいとこ節」や「秋の色

いろくさ

種」、「縁かいな」など、
アンコールを含め 5 曲を披露していただきました。特別出演の
職員による「安来節」のどじょうすくいも会場を盛り上げました。 妖艶な舞を披露する尋の会の皆さま

越喜来漁協様協賛で盛況 ～三陸支店即売会～

　JA 三陸支店は 10 月 20 日、道の駅さんりく特設会場で即売会を
開きました。JA では県ブランド米の「銀河のしずく」や「金色の風」、
新鮮野菜などを販売しました。越喜来漁協様は、ヒラメやサバなど
の鮮魚を販売し、開店直後から多くのお客様で賑わいを見せました。

好評だった
豚汁と炊き込み
ご飯のお振舞い

開店直後
から

賑わいを

見せた即売
会

旬の味覚を
求めて賑わいを
見せる会場
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I N F O R M A T I O N

信用共済部からのお知らせ

年金・ローンなんでも相談会開催について
JAバンクでは、年金やローンに関する相談会を無料
で開催しています。農業資金についてご相談も承っ
ておりますので、ぜひ一度JAにご相談ください。
年金相談会

日　　時 開催支店 お問合せ先
11月13日(水)17時～19時 猪川支店 ☎ 26-2138

11月14日(木)17時～19時 三陸支店 ☎ 44-2131

11月21日(木)17時～19時
高田支店 ☎ 54-3290

世田米支店 ☎ 46-2155

11月27日(水)17時～19時 猪川支店 ☎ 26-2138

ローンなんでも相談会
日　　時 開催支店 お問合せ先

11月13日(水)17時～19時 猪川支店 ☎ 26-2138

11月14日(木)17時～19時 三陸支店 ☎ 44-2131

11月20日(水)17時～19時

大船渡支店 ☎ 26-4121

三陸支店 ☎ 44-2131

竹駒支店 ☎ 55-3121

11月21日(木)17時～19時 世田米支店 ☎ 46-2155

11月26日(火)17時～19時 高田支店 ☎ 54-3290

11月27日(水)17時～19時 猪川支店 ☎ 26-2138

お問合せ先
上記開催支店または信用共済部貯金課・融資課　☎ 26-5215

信用共済 重　要

営農部からのお知らせ

農業用廃プラスチック回収について
年に1回の回収となります。なお、回収当日は、処
理の委任、費用負担に係る書類作成のため、JAの
通帳印及び口座番号が必要となりますので、忘れず
にご準備くださいますようお願いいたします。

日にち 時　間 場　所

11月12日(火)

 9時～11時 三陸町
三陸公民館駐車場

13時～15時
大船渡市

JAおおふなと生産
管理センター

11月13日(水）
 9時～11時 住田町

上有住種苗センター

13時～15時 陸前高田市
ライスセンター

11月14日(木）  9時～11時 陸前高田市
JA西部農業センター

※�回収できないもの…紙・糸・縄・電線・漁網・ゴ
ム製品・発泡スチロール・トラックほろシートなど

お問合せ先　営農部　☎ 22-7520

営農

営農部・世界の椿館・碁石からのお知らせ

寄せ植え教室開催のご案内
シックで大人可愛いお正月用寄せ植えを作ります。
門松風でお正月から春まで長く楽しめる寄せ植え
です。
日　　時：令和元年12月7日(土)10時〜12時
　　　　　　　　����12月8日(日)10時〜12時
場　　所：世界の椿館・碁石
　　　　　(大船渡市末崎町字大浜280-1)
参 加 料：3,000円(材料費込・税込)
定　　員：各日10名
持参するもの：エプロン(汚れてもよい服装)
募集締切：令和元年12月4日(水)
　　　　　※定員達し次第締め切らせていただきます
講　　師：(公社)日本家庭園芸普及協会認定講師
　　　　　グリーンアドバイザー
　　　　　井上　晃子(世界の椿館職員)
申込・お問合せ先　世界の椿館・碁石　☎ 29-4187

営農

営農部からのお知らせ

気仙地域の野菜・花き栽培希望者
相談会のご案内
開催日時：①令和元年11月26日(火)18時〜19時30分
　　　　　②令和元年11月27日(水)10時30分〜12時
　　　　　③令和元年11月27日(水)13時30分〜15時
場　　所：①大船渡地区合同庁舎4階第2会議室
　　　　　②住田町役場　町民ホール
　　　　　③陸前高田市総合営農指導センター会議室
対　　象：新たに野菜・花きの生産(販売)を希望する方
　　　　　既存生産者で新規品目に取り組もうとする方
参 加 料：無料
申込締切：令和元年11月22日(金)
※対象品目など詳しくは下記までお問合せください。
参加申込・お問合せ先
大船渡地方農業振興協議会　園芸部会　事務局
大船渡農業改良普及センター産地育成課　☎ 27-9918

営農
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信用共済部からのお知らせ
信用共済

三陸支店からのお知らせ

越喜来漁協様協賛！三陸支店即売会のご案内
日　　時：令和元年11月17日(日）・12月8日(日）
　　　　　両日とも9時〜14時
場　　所：道の駅さんりく特設会場
催事内容： 寒い時期に嬉しい人気のＡコープのなべ

焼きうどんや越喜来漁協様より定置網で
とれた鮮魚を格安で販売します。

お問合せ先　三陸支店　☎ 44-2131

支店
営農部からのお知らせ

農作業中におけるクマの出没に
注意してください！
クマは冬眠に入る前の10月から11月にかけて、餌
を求めて人里まで行動圏が拡大すると言われていま
す。農作業中におけるクマの出没や人身被害、農作
業被害の防止に向けて適切な対応を行うようお願い
いたします。

【クマの出没を防ぐには】
・�作業中にラジオなど音の出るものを携帯し、自分
の存在をアピールする
・�クマ類を誘引する生ゴミや野菜・果実の廃棄残さ
等は適切に処理する　など

【もしもクマに遭遇してしまったら】
・�落ち着いて、クマに背を向けずに、ゆっくりとそ
の場から離れる
・�クマを驚かすので、大声を出したり、走って逃げ
たりしない　など

お問合せ先
農林水産省農村振興局鳥獣対策・農村環境課鳥獣対策室
☎ 03-6744-7642(直通）

営農

お問合せ先　信用共済部融資課　☎ 26-5215

信用共済部融資課からのお知らせ

ＪＡネットローンのご紹介

信用共済

キャンペーン利用規約

… 公的年金にプラスして給付が受けられる私的年金

対象取引

お問合せ先　信用共済部貯金課　☎ 26-5215
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図1　被覆資材を使う 図2　身近な材料を使う 図3　いろいろな工夫 図4　土中貯蔵

あなたもチャレンジ！

菜
園
の
冬
越
し

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
で
長
く
収
穫
を
楽
し
む

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

　

寒
さ
に
向
か
い
、
冬
野
菜
の
収
穫
や

越
冬
さ
せ
る
野
菜
の
防
寒
対
策
な
ど
、

大
切
な
作
業
が
控
え
て
い
ま
す
。

　

冬
の
晴
夜
に
は
地
面
や
野
菜
か
ら
熱

が
奪
わ
れ
、
急
激
に
温
度
が
下
が
り
ま

す
。
こ
れ
を
放
射
冷
却
と
い
い
、
寒
害

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
被
覆
資
材
で
防
寒
］
ト
ン
ネ
ル
や
不

織
布
の
べ
た
掛
け
は
、
防
寒
効
果
が
高

い
の
で
、
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
密
閉
は
日
中
に

気
温
が
上
が
り
、
軟
弱
に
育
っ
て
か

え
っ
て
耐
寒
性
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
穴

開
き
フ
ィ
ル
ム
の
利
用
や
裾
を
少
し

開
け
て
お
い
て
も
防
寒
効
果
が
あ
り

ま
す
（
図
１
）。

［
身
近
な
材
料
を
使
う
］
北
風
を
防
ぐ

だ
け
で
、
野
菜
周
辺
の
気
温
を
高
め
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
畝
を
東
西
方
向
に

作
り
、
畝
の
北
側
は
10
㎝
程
度
に
土

を
盛
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
サ
サ
タ
ケ

を
畝
の
北
側
に
野
菜
を
覆
う
よ
う
に
斜

め
に
立
て
る
方
法
は
、
先
人
の
知
恵

で
す
（
図
２
）。

［
土
寄
せ
な
ど
の
工
夫
］
ダ
イ
コ
ン
、

カ
ブ
、
ニ
ン
ジ
ン
は
、
地
上
に
出
て
い

る
肩
に
土
寄
せ
し
て
寒
害
を
防
ぎ
ま

す
。
ハ
ク
サ
イ
や
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、

外
葉
の
葉
を
内
側
に
縛
っ
て
包
み
ま
す

（
図
３
）。
イ
チ
ゴ
、
エ
ン
ド
ウ
は
株
元

に
落
ち
葉
や
刈
り
草
を
敷
い
て
防
寒
し

ま
す
。

［
保
存
・
貯
蔵
］
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク
サ

イ
を
畑
や
庭
で
保
存
す
る
に
は
、
株
を

ぴ
っ
た
り
並
べ
、
わ
ら
や
落
ち
葉
で
覆

い
、
そ
の
上
に
む
し
ろ
を
掛
け
て
お
き

ま
す
。
雪
の
多
い
地
方
で
は
、
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
で
屋
根
掛
け
し
ま
す
。
ダ
イ
コ

ン
、
ニ
ン
ジ
ン
は
葉
を
切
り
落
と
し
、

深
さ
30
㎝
く
ら
い
に
埋い

け
込
み
ま
す
。

　

サ
ト
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
排
水

の
良
い
所
に
深
さ
50
～
60
㎝
の
穴
を

掘
り
、
サ
ト
イ
モ
で
は
子
芋
、
孫
芋
を

崩
さ
な
い
よ
う
に
逆
さ
に
埋
け
、
サ
ツ

マ
イ
モ
は
芋
づ
る
を
付
け
た
ま
ま
埋
け

て
、
30
㎝
く
ら
い
に
盛
り
土
し
て
、
上

を
シ
ー
ト
で
雨
よ
け
し
ま
す
（
図
４
）。

な
お
、
温
暖
地
で
は
、
芋
類
は
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
の
ト
ロ
箱
に
入
れ
、
冬
の
利

用
に
備
え
ま
す
。
ま
た
、
サ
ト
イ
モ
は

畑
か
ら
掘
り
上
げ
な
く
て
も
、
土
を
厚

く
掛
け
て
お
け
ば
、
十
分
冬
越
し
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Point
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和 牛 子 牛
家 畜 市 場
情 報 10 月

市場名 性別 頭数 平均価格 最高価格 平均体重

県　南
雌 207 714,728 965,800 287
去 278 778,252 1,195,700 318
計 485 751,159 305

大船渡
雌 1 774,400 774,400 271
去 3 800,067 861,300 316
計 4 793,650 305

高　田
雌 1 804,100 804,100 289
去 0 － － －
計 1 804,100 289

住　田
雌 1 710,600 710,600 318
去 6 790,900 932,800 316
計 7 779,429 316

税込み/単位:頭、円、kg

営 農 部 か ら の お 知 ら せ

【水稲施肥設計説明会　説明内容】
・令和1年産水稲の生育経過と収量品質について　・令和２年産水稲施肥基準及び防除基準について
・肥料・農薬等注文取りまとめについて　※最寄りの会場へご参加くださいますようお願いいたします

【お問合せ先】営農部農産園芸課　☎ 22-7520

日にち 時間 指導会内容 開催場所

11月

19日(火)

10時

令和2年産
水稲施肥
設計説明会

日頃市地区公民館
JA猪川支店2階研修室

14時
三陸公民館2階視聴覚室

陸前高田市総合営農指導センター
18時30分 横田2区公民館
19時 横田1区公民館

20日(水)

10時
川の駅よこた

矢作多目的研修センター

14時
壺の沢公民館

JA世田米支店2階会議室
19時 横田8区公民館

22日(金) 14時
小枝柿
出荷指導会

農産物処理加工集出荷施設
（日頃市町上宿）

栽培指導会開催のお知らせ

営農部では、生産者を対象とした栽培指導会を開催しています。一般の方も参加
可能ですので、興味のある方は、事前に日程・場所等を下記連絡先まで問い合せ
いただき、ご参加下さいますようお願いします。
※日程・開催場所等変更になる場合がございますので、予めご了承願います。

【お問合せ先】営農部畜産課　☎ 22-7520
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頭の
体操 クロスワード 二重マスの文字をA〜Eの順に並べて

できる言葉は何でしょうか?

読者の皆様からお寄せいただいた
お便りを紹介します。

読者の掲示板

01.　毛糸や棒針などを使って楽しみます
04.　年賀状を書くために買ってこなくちゃ
07.　積み上げて塀を作ることも
09.　ポンポンと突いて遊びます
10.　ツキノワ、ホッキョクといえば
11.　肌のこと。ドライ──
13.　食用にするユリの鱗茎（りんけい）
15.　０ＰＥＣは──輸出国機構の略称です
16.　もろみなどを搾った後に残る物
17.　水道、電気と並ぶライフライン
18.　グルメとも呼ばれる──家
20.　ＡＭを聞こうかな、ＦＭにしようかな
21.　言葉のキャッチボールです

タテのカギ

01.　手にはめる防寒具
02.　良い香りがする──キャンドル
03.　リンゴの芯の周りに入っていることも
05.　つらさをぐっと耐え忍ぶこと
06.　穴を開ける工具
08.　結婚指輪をはめるところ
12.　餅をつく人が手に持ちます
13.　冬空から降る白い物
14.　ロシアの首都です
15.　怖い話を聞くと凍りそう
16.　住み込みではありません
17.　無地の物には付いていません
19.　トナカイもこの仲間

ヨコのカギ

　応募は郵便はがきに答え、住所、氏名、年齢、職業、JA 広報に対
するご意見・ご感想を記入し下記の住所までお送りください。
〒 022-8507　大船渡市大船渡町字茶屋前 61-6
　　　　　　　JA おおふなと企画課広報編集係

【応募締切】令和元年 11 月 26 日（火）必着
※お客様にご提供いただく個人情報は抽選及び景品の発送にのみ利用
するものとし、目的以外の使用はいたしません。

正解者の中から抽選で6名様に景品プレゼント
10月号クイズ当選者

前回の解答「コガラシ」

佐　藤　君　子さん （広田町）
互　野　邦　子さん （日頃市町）
佐　藤　あき子さん （三陸町）
佐　藤　シノブさん （住田町）
熊　谷　とく子さん （米崎町）
藤　井　一　彦さん （広田町）

台風19号では、収穫間近のりんご
が落下したり、川の氾濫等、次か
ら次へと災害は来ます。大津波を
思い出しながら自然界の異変を感
じています。これってたぶん温暖
化のせい…？（広田町）

「今月の表紙」楽しみにしていま
す。今月6日に2人目の孫が誕生し
ました。孫と重ねて微笑ましく見て
います。寒くなってきましたので、皆
さんも体には十分気をつけて。
（住田町）

9月 21日の青空市場に行ってきま
した。手作りパン、米崎リンゴを買っ
て食べました。おいしかったです。
（米崎町）

農産物品評会に出品するような
野菜を作りたいのですが、春から
秋にかけて色んな野菜を作ってい
ますが、なかなか上手に出来ませ
ん。みなさん上手に作ってるのを
見ると尊敬します。（三陸町）

木枯らしと言うと、生まれ育った埼玉県
秩父を思い出します。冬は関東の空っ風
が吹いて寒かった！なので、岩手の寒さ
は大丈夫です。農業まつりがとても楽し
みです。去年は買ったものが重くて帰り
が大変でした。今年は家族総出で行きま
す。楽しみ。楽しみ。（猪川町）

五
葉
温
泉
通
信

祝 三陸鉄道リアス線　盛⇔久慈(全線開通)

五葉地域振興㈱  五葉温泉  ☎ 22-5400

毎週 火･水･金 運行
ただし第２火曜日は
定休日に付き運休

どなたでもご利用出来ます。

JR大船渡駅 ⇒ JR盛駅 ⇒ 五葉温泉
10：20 10:30 10：50

五葉温泉行き　1便運行

五葉温泉
⇒

JR盛駅
⇒

JR大船渡駅
13：50 14：10 14：20
14：55 15：15 15：25

大船渡駅行き　2便運行

①
②

三陸鉄道ダイヤ改正
に伴い五葉温泉シャ
トルバス運行時間が
変わります！

湯っこ で健康づくり！ ～五葉温泉ミニデイサービスのご案内～

地区名 実施日 申込締切日
猪川・盛・日頃市 11月20日（水） 11月13日（水）

1 回の実施につき先着 45名
   概ね 65 歳以上で、移動 · 入浴 · 着衣の着脱等に
   介助の必要がない方を対象といたします。

募集人数

お住まいの地区の各支店窓口までお申し込みください。
お申し込み方法

猪川支店　☎ 26-2138
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人事異動のお知らせ

　平成26年５月24日開催の第48年度通常総代会で決定しました第２次支店再編により、
令和元年10月15日、末崎支店・赤崎支店が廃止され、大船渡支店に統合されました。
　それに伴い、人事異動の内示が出されましたのでお知らせいたします。（カッコ内は旧部署）

　今後も地域の皆さまに愛される・信頼されるJAを目指して、役職員一丸となって取り
組んでまいります。組合員、地域の皆さま、よろしくお願いいたします。

次
長 
佐　

藤　
　
　

照
（
末
崎
支
店
）

次
長 

熊　

谷　

憲　

志
（
赤
崎
支
店
）

信
用
課
長 

菅　

原　

光　

幸
（
末
崎
支
店
）

信
用
課
長 

平　

山　

友　

之
（
赤
崎
支
店
）

調
査
役 

吉　

田　

美
和
子
（
赤
崎
支
店
）

調
査
役 

熊　

谷　

真　

紀
（
末
崎
支
店
）

主
任 

熊　

谷　

牧　

子
（
末
崎
支
店
）

主
任 

菅　

野　
　
　

彩
（
赤
崎
支
店
）

主
任
（
Ｌ
Ａ
） 

亘　

理　

拓　

也
（
赤
崎
支
店
）

主
任
（
Ｌ
Ａ
） 

平　

山　
　
　

学
（
末
崎
支
店
）

信
用
共
済
部
付
Ｊ
Ａ
岩
手
県
信
連
出
向

監
査
室
監
査
課

大
船
渡
支
店

考
査
役 

熊　

谷　

敏　

幸
（
大
船
渡
支
店
）

監
理
役 

今　

野　
　
　

純
（
大
船
渡
支
店
）

係 

鈴　

木　

祐　

介
（
赤
崎
支
店
）

係 

山　

口　
　
　

峻
（
末
崎
支
店
）

係
（
Ｌ
Ａ
） 

佐
々
木　
　
　

峻
（
末
崎
支
店
）

係
（
Ｌ
Ａ
） 

米　

澤　

大　

樹
（
赤
崎
支
店
）

係
（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）

 

畠　

山　

絵　

美
（
赤
崎
支
店
）

係 

東　
　
　

和　

彦
（
赤
崎
支
店
）

係 

大
和
田　

秀　

人
（
末
崎
支
店
）

臨
時 

渡　

邊　

恵
美
子
（
末
崎
支
店
）

臨
時
（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）

 

小
野
寺　

奈
央
子
（
末
崎
支
店
）

調
査
役 

千　

葉　

智　

子
（
大
船
渡
支
店
）

三
陸
支
店
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今月の
表紙

下記のとおり金融移動店舗車を運行いたしますので、ご利用を賜りますようお願い申し上げます。

金融移動
店舗車 “　　　　　　　”ふれ愛・きずな号 運行スケジュール

発行 : 大船渡市農業協同組合　
編集 : 総務部企画課　〒 022-8507　大船渡市大船渡町字茶屋前 61-6　TEL0192-26-5211（代表）
ホームページアドレス　http://www.jaofunato.or.jp/
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特 

集

① 

第
45
回 

大
船
渡
市
農
業
ま
つ
り

② 

自
己
改
革
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

重 

要

農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

回
収
に
つ
い
て

あ・と・が・き

曜日 地　域 運　行　場　所
運　行　日

時　間
11月 12月

火
有住地区 旧ＪＡ有住支店前 12日・19日・26日 3日・10日・17日・24日 9時～11時

日頃市地区 旧ＪＡ日頃市支店前 12日・19日・26日 3日・10日・17日・24日 13時～15時

水
広田地区 広田地区コミュニティセンター 13日・20日・27日 4日・11日・18日・25日 9時～11時

末崎地区 ＪＡ末崎支店前 13日・20日・27日 4日・11日・18日・25日 13時～15時

木
吉浜地区 吉浜地域振興出張所前 14日・21日・28日 5日・12日・19日・26日 9時～11時

立根地区 ＪＡ立根集荷場前 14日・21日・28日 5日・12日・19日・26日 13時～15時

金
綾里地区 旧ＪＡ綾里支店前 15日・22日・29日 6日・13日・20日・27日 9時～11時

赤崎地区 ＪＡ赤崎支店前 15日・22日・29日 6日・13日・20日・27日 13時～15時

取扱業務
①貯金の入出金（キャッシュカードは不可・現金払い戻し限度額 30 万円まで）
②定期貯金（通帳式に限る）記帳・繰越・定期積金の掛込
③共済掛金、購買未収金、県税・市税（町税）・水道料・電話料金等の収納
④振込（午後 2 時受付分まで）　⑤年金・融資相談

大船渡支店　☎ 26-4121
猪川支店　☎ 26-2138
三陸支店　☎ 44-2131
高田支店　☎ 54-3290
世田米支店　☎ 46-2155

お問合せ先

理
事
会
報
告

第
８
回　

理
事
会
次
第

日
時　

令
和
元
年
10
月
30
日
㈬

決
議
事
項

第
１
号
議
案

　

�

令
和
元
年
度
の
米
穀
共
同
計

算
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　

�

不
祥
事
再
発
防
止
策
の
取
組

状
況
（
９
月
）
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　

出
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　紬生ちゃんはお人形ごっこやお家ごっこで遊ぶのが好きな年長さ
ん。来年１年生になるのでパソコンで算数のお勉強もしています。
将来はアイスやクッキーを作るパティシエになりたいそうです。
　弟の志興くんは線路を組み立てたり、トーマスや電車のおもちゃ
で遊ぶのがお気に入りです。大きくなったらトーマスの車掌さんにな
るのが夢です。元気いっぱいの林姉弟です。

林　紬
つ む ぎ

生 ちゃん ( 6 歳 )　 志
む ね き

興 くん ( 3 歳 )

　過日の大船渡市農業まつりでは、たくさんのお客様に来場していただきありがとうございました。少しでも農業に対する理解が
深まっていただくとありがたいです。
　台風被害に遭われた方々には心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧・復興をお祈りいたします。（Ｓ）

お子様、お孫さんを表紙に載せてみたいという方は、JAおおふなと企画課広報編集係もしくは、最寄りの支店窓口までご連絡を
お願いします。日程調整の上、撮影に伺います。

表紙のＫＩＤＳ＆ＢＡＢＹ大募集！！

金融移動店舗車ご利用の皆様へ
お知らせ

　大雨、大規模地震等により重大な被害に見舞われた被災
JA店舗に対し、当JAの移動店舗車が派遣要請を受けた場合
には、被災JAの支援活動に出動する可能性があります。
　その際には、一定期間金融移動店舗の営業を休止するこ
とになりますので、あらかじめお知らせいたします。

この件に関しては　信用共済部貯金課 ☎ 26-5215　まで
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